平成３０年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施計画書
	所 属 名
	佐世保市立歌浦小学校
	作成者
	職・氏名
	教頭
佐藤　博

	年  間  実  施  計  画

	【目　　標】

○　体罰禁止・ハラスメント防止・情報漏洩防止・飲酒運転根絶等の不祥事防止対策に対し、すべての教職員が危機意識をもちながら取り組むと共に、本校からは絶対に不祥事は出さないという気概をもって、主体的且つ自発的な取組が継続してできるような校内研修及び現職教育を行う。

○　教職員の倫理観を高揚させるためのコンプライアンスの体制を確立する。　

○　職場の連帯感を強め、働きやすい職場づくり及び働きがいのある職場づくりになるような「働き方改革」を目指すとともに、報告・連絡・相談ができる体制を構築する。
【具体的計画】

	実 施 月
	実施テーマ
	実 施 内 容（主なもの）

	４月
７月

１２月


	体罰の禁止
ハラスメント行為防止

個人情報漏洩の防止
体罰の禁止

飲酒運転の根絶

金銭の適切な処理
体罰の禁止
	○　体罰根絶に向けた自分の取組を「自己目標管理シート」に明記し、日々の指導について見直す。
○　校内研修及び現職教育（「体罰の根絶に向けて」の活用）、児童理解の時間を充実させる。
○　「働き方改革」を進めることで、働きがいのある職場環境をつくり、心に余裕を持って児童に対応できる体制を構築する。
○　「報告・連絡・相談」を徹底することで、風通しの良い、働きやすい職場環境つくりに努める。

○　毎週１回実施の「ノー残業デー」を奨励し、職場のストレス軽減に努める。
○　個人情報の管理やUSBの保管を徹底して行い、校外に情報が漏れないようにする。
○　コンプライアンス通信を配布・説明するとともに、校内研修及び現職教育（コンプライアンスハンドブックを使った研修や校長講話）を充実させる。

○　長崎県警が発行する飲酒運転根絶宣言等のポスターやチラシを掲示し啓発を行う。
○　飲酒の会を計画する際には、幹事が飲酒後の帰宅の確認まで行ったうえで実施する。
○　学級費等の金銭処理は、同学年・隣接学年で監査できる体制をつくる。


	校内服務規律委員会活動計画
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